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は1,000 冊にのぼった。

２．立ち上げの熱気を伝える資料

本冊子には、以下の資料を掲載している。
法則化運動立ち上げの熱い鼓動を感じてい
ただければ幸いである。

（1）『教室ツーウェイ創刊号グラビア』
	 1986.4（明治図書）
（2）「教育技術法則化のよびかけ
	 （第１～３次案）」1984
	 向山実物資料A10-09-01～ 03
（3）「法則化応募論文リスト①」
	 1984
	 向山実物資料 A10-09-01-04
（4）「法則化運動ニュース」1985
	 向山実物資料 A98-03-01
（5）「教室ツーウェイ構想メモ①～
	 ④」1985　向山実物資料
	 A98-10-01-01 ～ 04
（6）「法則化合宿通信」1984　

なお、本冊子の解説は、法則化運動中
央事務局メンバーであった板倉弘幸氏であ
る。

１．法則化運動 40周年

向山洋一氏が教育技術の法則化運動（以
下、法則化運動）を立ち上げてから、今月
でちょうど40周年となる。

「すぐれた教育技術・方法を集め、
広めること」

を目的とした法則化運動は、全国の若い教
師に支持され、爆発的な広がりを見せた。
向山氏の公式ウェブサイトには、当時の
様子が次のように記されている。
（https://mukoyamayoichi.com/）

「跳び箱が跳べるようになった」
「漢字が苦手だった子が 100 点を取
るようになった」など、目の前の子ど
もたちが変化した事実と、誰でも全
国どこからでも参加できる運動だった
ことから、法則化運動は 20 代・30
代の教師から支持され、次々と法則
化サークルが誕生し、全都道府県に
広がった。

実際、法則化運動に賛同するサークル（法
則化サークル）の数は全国で1,000を超え、
関連する教育雑誌も『教室ツーウェイ』( 明
治図書 )をはじめ10 種類以上、関連書籍

本資料について

向山洋一氏は、次世代を担う若い先生方のために、20万点をを超えるさまざまな実物資料を残した。これらの一部を、メ

ルマガ「谷和樹の教育新宝島」の特典資料として、会員限定で公開する。

●向山洋一の教育資料を解説付きＰＤＦ冊子にして毎月一回配信（30ページ前後）　

●向山洋一の未公開映像・音声を年６回以上配信（不定）
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●『教室ツーウェイ創刊号グラビア』1986.4（明治図書）
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●「教育技術法則化のよびかけ」1984.7　向山実物資料 A10-09-01-02B
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● 「教育技術法則化のよびかけ（第１次案）」1984　向山実物資料 A10-09-01
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●「教育技術法則化のよびかけ（第２次案）」1984　向山実物資料 A10-09-01-02A
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●「教育技術法則化のよびかけ（第３次案）」1984　向山実物資料 A10-09-01-03
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●「法則化応募論文リスト①」1984　向山実物資料 A10-09-01-04
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●「教育技術法則化運動ニュース No.21」1985　向山実物資料 A98-03-01
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●「教室ツーウェイ構想メモ①」1985　向山実物資料 A98-10-01-01
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●「教室ツーウェイ構想メモ②」1985　向山実物資料 A98-10-01-02
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●「教室ツーウェイ構想メモ③」1985　向山実物資料 A98-10-01-03
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●「教室ツーウェイ構想メモ④」1985　向山実物資料 A98-10-01-04
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●「法則化合宿通信」1984　向山実物資料 A10-08-01-01



29

特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.08

　2024 JUL.

　
｜
　
法
則
化
運
動
40
周
年



30

●「法則化合宿通信」1985　向山実物資料 A10-08-01-02
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●「実践記録のためのメモ（ノート）」1981　向山実物資料 A10-23-1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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「法則化論文をいかに多く集めるか」であっ
た。向山氏からは、連日のようにB4用紙で
何枚にもなる手書きの「通信」が郵便で届
いた。向山氏はたった一人で、全国各地の
先生方に向けこうした通信をポストに投函し
ていた。発送先は、最終的に数百人にもなっ
たと聞く。京浜教育サークルの例会時、「ペ
ンだこ」を、向山氏に見せていただいたこ
とがある。その塊具合にびっくりしたものだ。
全国から届いた法則化論文が 500 本に

なった頃、私も必死の思いで19 本を書き
上げたものの限界を感じ、向山氏に弱音を
吐いたことがある。そんな時、向山氏から
直筆の激励のメッセージが届いた。

昨日の原稿、大変良いできで満足し
ています。法則化の原稿が大変のよう
ですが、できないときはのんびりやる
ことです。「実力のなさ」に気付いた
というのは、今までの「うぬぼれ」が
訂正されたのだから、良いことなので
す。板倉君は原稿を書いているサーク
ルメンバーの中では、最も若い方なの
ですから、比べることもないのです。
ただ「競り合い」の時は、みんなが
伸びるときですから、自分なりに頑
張ってみるというのも必要かもしれま
せん。多分今までの人生で板倉君に
は「競り合い」という場面はなかった
でしょうから、いい経験だと思います。
「競り合い」の極意は「苦しい時にも
う一歩がんばる」ということです。誰
でも苦しいときは苦しいのです。
向山

法則化運動があのように巨大な広がりを

全ては向山氏一人から始まった
板倉　弘幸

解 説

1．法則化運動の立ち上げ
1980年5月、向山洋一氏と初めて出会っ

て以来、今日に至るまで師事している板倉
だが、「法則化運動」に誕生日があること
を知ったのは最近のことである。
1984 年８月号の『現代教育科学』誌

に「第１回投稿論文募集」が発表された。
向山氏は「この日をもって、法則化運動の
誕生日とする。つまり1984年７月12日で
ある」（『ドキュメント「教育技術法則化運動」
の誕生』明治図書）と述べている。
さらに、向山氏は同著で次の３点も問題
提起している。

① すぐれた教育実践は共有財産であ
るという思想の確立と普及
② 共有財産にするまで実践の批判・
検討は不可欠であるという研究的方
法の確立
③ 共有財産はすべての教師の参加
によって創られるという学問的組織
の確立とシステムの設置

これらの主張は、この運動立ち上げ時が
初めてではなく、向山氏のデビュー論文「絶
えざる追究過程への参加」（現代教育科学
80 年 6月号）にすでに内包されていた。
また、当時の「出口論争」も、法則化運動
のきっかけになったと向山氏はいう。

2．法則化論文の募集
法則化運動立ち上げ時の最重要課題とは
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見せたのは、向山氏自ら全国津々浦々に点
在する一人一人の先生方に直接メッセージ
を発信していたこと、そして、何よりも向山
氏が、一人一人の仲間を大切にしていたこ
とが大きな要因であったことは間違いない。

3．『教室ツーウェイ』の創刊
本冊子には、機関誌の書名決定までのい

くつかの案が掲載されている。双方向性を
強調する「ツーウェイ」という名称は、絶
対に外せない、というのが当時の向山氏の
強固な主張であった。「フリーウェイ」、「東
京ツーウェイ」等の諸案も出たが、最終的
に「教室ツーウェイ」となった。この「教室」
の言葉は、たしか樋口雅子編集長の発案で
はと微かに記憶していたので、念のためご
本人にお尋ねした。樋口編集長からすぐに
返信をいただいた。

私がぽろっとつぶやいた時、向山先
生が「うん、教室を入れよう」と。
はじめは，「ツーウェイ」だけでした。
これでは，教育関係ということが、
わからないのでは？という思いから、
提案しました。

『教室ツーウェイ』の書名は、まさに向山
氏と大編集長との合作であった。
もう一つ忘れられない思い出が「呼びか
け号」の私の原稿ミスである。算数の図形
問題であった。向山氏が心血を注いで編集
された最重要な機関紙の「呼びかけ号」で
ある。しかも、差し替え原稿が間にあわず、
訂正版の用紙を挟み込んで出版をする事態
になってしまった……。このときの私の心境

は筆舌に尽くし難し。だが、この大失敗の
おかげで、今日まで『教育トークライン』
の校正を担当させていただいている、と今
は感謝するばかりである。

4．法則化本合宿の立ち上げ
第１回本合宿で向山氏が高く評価した論
文に飯田勝己氏の「段階別台付き鉄棒によ
る逆上がり指導」があった。跳び箱と踏切
板に段階的な傾斜を付けたものを補助具と
して活用する指導法である。なお、根本正
雄氏は後にこの指導法の有効性を追試・検
証した実践研究書『さか上がりは誰でもで
きる』（明治図書）を出版する。
この論文が話題になった時、私も新卒当
時自分なりに実践していた経験があったの
でその旨を向山氏に話した。ところが氏か
ら「ただやったことがあるのと、この飯田論
文のように『どんな方法でどれくらいすると、
どれだけできるようなったのか』を明示した
り数値化したりするのとでは質量ともに天地
雲泥の差がある」と厳しくたしなめられた。
後に、波多野ファミリスクール体育教室

で15年間、向山氏と石黒修氏の後を受け
講師を務めた。小学校２年～６年の子ども
たちのべ 500 人に跳び箱・逆上がり、二
重跳びを出来るようにさせてきた。この体
育教室で行ってきたのが、「向山式跳び箱
指導法」、「段階別台付き鉄棒」、そして「スー
パー跳びなわ」であった。
このように法則化運動は私の教師人生を
豊かにするだけはなく、多くの指導法や教
材教具を開発し、日本の教育界に大きな恩
恵をもたらした、というのが、私の率直な
結論である。
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